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アルミニウムダイキャスト金型用
合金組成物およびその製造方法

交換回数を少なくして、金型の寿命を長くする

概要

従来、アルミニウムダイキャストの金型用の材料としては、JIS SKD61 等に
代表される特殊鋼が使用されている。しかし、従来の鉄を主成分とする金型
材料は、アルミニウムの溶湯との反応性が高く、鉄成分が溶湯に溶け出すとい
う問題があった。その防止策として、セラミックスを蒸着する方法などが提案され
ているが、剥離するなど完全な解決策でないという現状がある。

本発明によって、金型寿命が長く、アルミニウムの溶湯との反応性が低い アル
ミダイキャスト金型用材料を提供することが可能になった。 Co-Cr-Mo系合金
を使用して、その化学組成を最適化し、加えて表面処理を施すこ とでアルミニ
ウム溶湯に溶けない組成物を表面に形成することが特徴である。本発明は、ア
ルミニウムダイキャスト金型の長寿命化を可能にし、鋳造産 業の高効率化に
寄与することが期待される。

応用例 

 アルミニウムダイキャスト
 金型
 スリーブ
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